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過
去
最
高
の
16
億
８
６
０
０
万
円
余

財
政
調
整
基
金
額
を
積
み
増
し
で
き
た
要
因
を
問
う

職
員
の
人
数
が
変
わ
ら
ず

人
件
費
が
減
額
に
な
っ
た
理
由
を
問
う

　

議
案
第
66
号
、
座
間
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
増
額
補

正
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
16
億
８
６
０
０
万
円
余
り
に
な

る
と
の
こ
と
で
す
。
平
成
29
年
第

１
回
定
例
会
で
は
、
こ
の
財
政
調

整
基
金
に
つ
い
て
と
て
も
心
配
し

て
い
る
議
員
も
い
ま
し
た
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
長
の
強

い
覚
悟
の
も
と
、
職
員
が
努
力
し

て
き
た
結
果
が
過
去
最
高
の
財
政

調
整
基
金
額
で
示
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
今
回
、
財
政
調
整
基
金
を

積
み
増
し
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

平
成
28
年
度
か
ら
の
財

政
調
整
基
金
残
高
の
推
移
に
つ
い

て
は
、
ま
さ
に
財
政
調
整
基
金
の

持
つ
年
度
間
調
整
機
能
が
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
編
成

で
は
、
着
実
で
積
極
的
な
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
予

算
執
行
の
段
階
で
は
企
業
業
績
の

低
迷
に
よ
る
法
人
市
民
税
を
は
じ

め
、
歳
入
の
一
部
で
減
額
補
正
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当

初
予
算
編
成
で
計
上
し
た
事
業
予

算
を
確
保
す
る
た
め
に
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
て
補
填
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
年
度
間
の
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
と
い
う
財
政

調
整
基
金
の
機
能
が
最
大
限
に
発

揮
さ
れ
、
実
施
計
画
事
業
に
つ
い

て
は
お
お
む
ね
実
施
す
る
こ
と
が

　

総
務
部
所
管
の
職
員
給
与
費
に

つ
い
て
、
市
で
は
多
く
の
事
業
を

推
進
し
、
市
民
か
ら
要
望
さ
れ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
努
力
と
工

夫
を
尽
く
す
職
員
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

職
員
数
は
８
１
１
人
と
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
人
件
費
の
総
合

計
は
２
億
２
８
９
万
５
千
円
の
減

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
給
与

費
の
減
額
の
理
由
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

職
員
給
与
費
に
つ

い
て
は
、
当
初
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
新
規
採
用
職
員
数
や
昇
給
、

昇
格
、
育
児
休
業
な
ど
の
状
況
や

時
間
外
勤
務
の
実
績
な
ど
に
基
づ

き
、
給
料
や
各
種
手
当
の
見
込
み

を
立
て
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
補
正
予
算
で
職
員
給
与
費
が

減
額
と
な
る
主
な
要
因
は
、
年
度

当
初
に
お
い
て
新
規
採
用
職
員
が

予
定
人
数
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
無
給
休
職
者
の
新
た
な
発

生
や
育
児
休
業
取
得
者
の
増
加
な

ど
に
加
え
、
９
月
末
ま
で
に
３
人

の
自
己
都
合
退
職
者
が
い
た
こ
と

で
す
。
10
月
に
職
員
を
５
人
採
用

し
て
職
員
数
は
８
１
１
人
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
減
額

と
な
る
も
の
で
す
。

自
民
党
・
い
さ
ま
（
内
藤
　
幸
男
　

議
員
）

公
明
党
（
加
藤
　
学
　

議
員
）

座
間
市
立
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
指
定
は
、
平
成

18
年
か
ら
３
年
ご
と
に
行
わ
れ
今

回
で
５
回
目
で
す
。
指
定
管
理
期

間
を
５
年
に
延
長
す
る
議
論
が
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
座
間

市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
は

見
直
し
が
審
議
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
今
回
も
３
年
に
な
っ
た
理
由

を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

指
定
管
理
期
間
は

選
定
委
員
会
の
中
で
審
議
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間
は
３

年
を
希
望
す
る
管
理
運
営
委
員
長

の
意
見
が
多
い
こ
と
な
ど
が
主
な

理
由
で
す
が
、
見
直
し
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

ざ
ま
明
進
会
（
松
橋
　
淳
郎
　

議
員
）

で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
29
年
度
の
当
初
予

算
編
成
で
は
、
法
人
市
民
税
等
の

自
主
財
源
に
つ
い
て
当
初
厳
し
い

見
込
み
を
立
て
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の

予
算
額
に
見
合
っ
た
予
算
を
確
保

す
る
た
め
に
財
政
調
整
基
金
を
繰

り
入
れ
て
い
く
と
い
う
判
断
に
至

り
ま
し
た
。
実
施
計
画
事
業
を
全

て
実
施
し
て
い
く
と
い
う
大
命
題

を
し
っ
か
り
織
り
込
ん
だ
予
算
編

成
を
し
た
こ
と
か
ら
、
一
時
は
財

政
調
整
基
金
の
残
高
が
２
億
円
を

下
回
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、

９
月
の
補
正
予
算
、
そ
し
て
今
回

の
補
正
予
算
に
よ
る
積
み
立
て
に

よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

一
定
の
水
準
ま
で
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
年
度
間
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
平
準
化
を
し

な
が
ら
事
業
を
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
か
ら
も
財
政
調

整
基
金
の
年
度
間
調
整
機
能
と
い

う
役
割
は
、
非
常
に
大
き
い
と
い

う
こ
と
を
実
感
で
き
た
２
カ
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

住
基
シ
ス
テ
ム
番
号
制
度

旧
氏
対
応
改
修
事
業
と
は
？

　

議
案
第
66
号
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
管
理

経
費
補
助
金
（
住
基
シ
ス
テ
ム
番

号
制
度
旧
氏
対
応
改
修
事
業
）
６

９
１
万
円
の
事
業
内
容
と
、
市
民

生
活
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

く
る
の
か
、
具
体
的
に
お
示
し
く

だ
さ
い
。

　

市
民
部
長　

女
性
活
躍
加
速
の

た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
６
の
中

の
女
性
活
躍
の
視
点
に
立
っ
た
制

度
等
の
整
備
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
及
び
住
民
票
の
記
載

事
項
の
充
実
を
図
る
た
め
、
希
望

す
る
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
に
旧
姓
の
併
記
を
可
能
と
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
で
す
。

市
民
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
は
、
女
性
に
限
ら
ず
旧
姓
を
使

用
し
て
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方

々
の
個
人
の
同
一
人
性
を
特
定
す

る
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
考

え
ま
す
が
、
具
体
的
な
事
例
は
、

今
の
と
こ
ろ
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
（
星
野
　
久
美
子
　

議
員
）

障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
に
向
け
シ
ス
テ
ム
改
修

高
齢
障
が
い
者
へ
の
対
応
は

　

福
祉
部
長　

障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
併

用
す
る
場
合
は
既
に
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
に
移
行
し
た
場
合
の
利
用

者
の
負
担
軽
減
を
決
定
す
る
た
め

の
内
容
を
含
む
も
の
と
考
え
ま
す
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海
　
の
ぞ
み
　

議
員
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の
旧
姓
併
記

国
庫
補
助
の
不
足
分
は
ど
う
す
る
の
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の

旧
姓
併
記
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
用
は
今
回
約
７
０
０
万
円
で
す

が
、
今
後
の
経
費
は
約
３
２
０
０

万
円
に
な
る
と
の
こ
と
。
国
庫
補

助
金
が
な
い
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

　

市
民
部
長　

市
費
の
負
担
も
や

む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永
　
明
久
　

議
員
）

11
・
15
・
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
…
兵
庫
県
姫

路
市
（
～
16
）

　
　

17
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

20
・
山
口
県
光
市
議
会
視
察
来

訪

　
　

24
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

12
・
１
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　

４
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　

５
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　

６
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
分
科
会

　
　

７
・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

・
民
生
教
育
分
科
会

　
　

８
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

　
　

12
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
政
策
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委

員
会

　
　

14
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

18
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

19
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

第
２
回
臨
時
会

　
　

27
・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会

掲  載  内  容  目  次

1面
○12月定例会

○第１回定例会の開催予定

3面
○討論

○議案書の貸し出しについて

○議会日誌

4面
○一般質問

○会議録をご覧ください

5面
○一般質問

○本会議の概要

6面
○一般質問

○請願・陳情について

7面
○一般質問

○意見書

8面
○委員会の動き

○12月定例会の審議結果

○会派の構成


